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1 「－不動産リスクマネジメントのための－エンジニアリング・ 

レポート(ER)ハンドブック Q&A」の作成（平成 28 年度～） 

 

（1）趣旨 
当協会内に設置しているエンジニアリング・レポート（ER）作成者連絡会の普及委

員会の協力を得て検討を進めたもので、不動産証券化等における不動産取引で活用さ

れている ER をより一層普及させるために、①現に ER を使用していて更に ER の理解

を深めたい方、②今後 ER を取得して使用したいと考えている方、③ER に興味を持っ

ている方々に向けて、ER の役割、内容、取得方法、活用の仕方等を Q&A 形式で分かり

易く解説し、ER の全体像の理解に資するため、平成 29 年 12 月に書籍「－不動産リス

クマネジメントのための－エンジニアリング・レポート(ER)ハンドブック Q&A」を刊

行した。 

 

（2）委員会名簿（順不同、敬称略） 
委員長 島本 正男 (株)シミズ・ビルライフケア 

委員 糸山 克平 日本管財(株) 

委員 小川 哲夫 デロイト トーマツ PRS(株) 

委員 織田 雄洋 (株)東京建築検査機構 

委員 表  武史 東京海上日動リスクコンサルティング(株) 

委員 楠  浩一 (株)竹中工務店 

委員 杉本 和城 ＳＯＭＰＯリスケアマネジメント(株) 

委員 鈴木 康人 (株)竹中工務店 

委員 諏訪  仁 (株)大林組 

委員 土佐林忠史 (株)シティエボリューション 

委員 毛利 郁史 大和不動産鑑定(株) 

委員 森  博志 (株)イー・アール・エス 

委員 山﨑 和彦 清水建設(株) 

委員 中島 光夫 (株)シミズ・ビルライフケア 

 

（3）普及委員会開催日及び検討内容 
第 19 回 平成 29 年 7 月 20 日  

1）冊子「不動産リスクマネジメントと ER 活用ハンドブック（仮称）」の原稿(案)の

確認について 

2）ER の普及に向けたセミナーの実施について 

第 20 回 平成 29 年 9 月 11 日  

1）書籍「ER ハンドブック（仮題）」の原稿(案)の確認について 

2）今後について 

 

（4）活動の成果 
書籍「－不動産リスクマネジメントのための－エンジニアリング・レポート（ER）ハ

ンドブック Q&A」（別紙参照） 

 



 

＜別 紙＞ 
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